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（1）同一周波数BWA共用；過去の確認 
•過去の委員会報告 

– 2007年（H19年）4月26日 BWAシステム委員会報告 
•「同一周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用」検討 

– 前提；同一システム同士、同期システム、10MHzシステム 
– 対象システム；WiMAX（R1.0）、XGP、MBTDD Wideband、MBTDD 625k-MC 

広帯域移動無線アクセスシステム委員会の資料から（2007年3月26日） 

本検討では・・・ 
•“MWA”のみ対象 
 （高利得FWAは 
 対象外） 
•“非同期”も対象 
•“使用する周波数 
 の一部重複”も 
 含む 



地域WiMAX推進協議会                                             コアメンバ 

 
4 

（1）同一周波数BWA共用；条件の整理 
• 同一周波数事業者のサイト状況 

– 隣接する事業者同士の状況（例） 
 
 
 
 
 
 
 

• 干渉検討のモデルの考え方 
– BS-MS間（MS-BS間） 

• MWA検討におけるNLOS伝搬モデル（BS⇔MS）を適用（参考資料を参照） 

– BS-BS間 
• FWA検討におけるNLOS伝搬モデル（BS⇔MS）を適用（参考資料を参照） 

– MS-MS間 
• MWA検討におけるNLOS伝搬モデル（MS⇔MS）を適用（参考資料を参照） 

• 同一周波数の中でGBが異なるケースの想定 
– 利用する無線方式や共用条件等により種々のケースが想定される 

• 地域アクセスバンドでの参考例） 
• 干渉検討では、隣接事業者同士で 
 周波数が完全に一致するケースを 
  最悪値として計算 WiMAX 

（UQ） 
XGP 
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5 

WiMAX 
（UQ） 
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同一ch事業者A 同一ch事業者B 

調整対象区域 サービスエリア 数kmの離隔 

サービスエリアが重ならないよう、
ある程度の離隔を要するため、建
物や地形の影響等によりBS-BS
間等でNLOS環境となりやすい 
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（1） 同一周波数BWA共用；組合せ①同期 
• 同一周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 

– 検討の組合せ案①；同期システム 
• 「同一システム同士」、「異種システム同士」の両組合せで検討する 
• WiMAX Release 2.1（AE）は、XGPの技術的条件に包含されるため、共用検討はXGPと同等として扱う（前回2012年1月21日の作業班会合） 
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※1） 2007年（H19年）4月26日 BWAシステム委員会報告 
※2） WiMAX R1.5（R2.0も含む）の移動局においては、EIRPは28dBm以下（WIMAX R1.0は25dBm以下）となるが、基地局においてはR1.0の仕様と共通 
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被干渉 
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WiMAX R1.5 ※2 

10MHzシステム 
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レピータ 

対
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対
BS 

対
MS 

対
BS 

対
MS 

対
BS 

対
MS 

対
BS 

WiMAX R1.0 

10MHz 

システム 

BS 済み※1 ○ ○ ○ ○ ↓同下 

WiMAX R2.0 10MHzシステム
の被干渉検討に含まれる 

↓同下 

WiMAX R2.0 10MHzシステム
の被干渉検討に含まれる MS 済み※1 済み※2 ○ ○ ○ 

WiMAX R1.5 

※2 

10MHz 

システム 

BS 済み※2 ○ ○ ○ ○ 
↓同下 

WiMAX R2.0 

10MHzシステムの 

被干渉検討に含まれる 

↓同下 
WiMAX R2.0 

10MHzシステムの 

被干渉検討に含まれる 

MS 済み※2 ○ ○ ○ ○ 

小電力 

レピータ 

対MS ○ ○ ○ ○ ○ 

対BS ○ ○ ○ ○ ○ 

WiMAX R2.0 

10/20MHz 

システム 

BS 済み※2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

MS 済み※2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

小電力 

レピータ 

対MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

対BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

WiMAX R2.1 

（AE） 

10/20MHz 

システム 

BS 

同右→ 
WiMAX R2.0 

10MHzシステムの与干
渉検討に含まれる 

同右→ 
WiMAX R2.0 

10MHzシステムの 

与干渉検討に含まれる 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

小電力 

レピータ 

対MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

対BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

XGP 

10/20MHz 

システム 

BS 

同右→ 
WiMAX R2.0 

10MHzシステムの与干
渉検討に含まれる 

同右→ 
WiMAX R2.0 

10MHzシステムの 

与干渉検討に含まれる 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 

MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

小電力 

レピータ 

対MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

対BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
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（1） 同一周波数BWA共用；組合せ②非同期 
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与干渉 

被干渉 

WiMAX R1.0 

10MHzシステム 

WiMAX R1.5 ※1 

10MHzシステム 

WiMAX R2.0 

10/20MHzシステム 

WiMAX R2.1（AE） 

10/20MHzシステム 

XGP 

10/20MHzシステム 

BS MS BS MS 

小電力 

レピータ 
BS MS 

小電力 

レピータ 
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レピータ 
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BS 
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MS 
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BS 

対
MS 
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BS 

WiMAX R1.0 

10MHz 

システム 

BS 

WiMAX R2.0同士（10MHzシステム）の検討と同一 

（WiMAX R1.0については、WiMAX R1.5の結果を踏
襲する） 

↓同下 

WiMAX R2.0 10MHzシステム
の被干渉検討に含まれる 

↓同下 

WiMAX R2.0 10MHzシステム
の被干渉検討に含まれる MS 

WiMAX R1.5 

※1 

10MHz 

システム 

BS 
↓同下 

WiMAX R2.0 

10MHzシステムの 

被干渉検討に含まれる 

↓同下 
WiMAX R2.0 

10MHzシステムの 

被干渉検討に含まれる 

MS 

小電力 

レピータ 

対MS 

対BS 

WiMAX R2.0 

10/20MHz 

システム 

BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

小電力 

レピータ 

対MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

対BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

WiMAX R2.1 

（AE） 

10/20MHz 

システム 

BS 同右→ 
WiMAX R2.0 

10MHzシステム
の与干渉検討に

含まれる 

同右→ 
WiMAX R2.0 

10MHzシステムの 

与干渉検討に含まれる 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

小電力 

レピータ 

対MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

対BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

XGP 

10/20MHz 

システム 

BS 同右→ 
WiMAX R2.0 

10MHzシステム
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含まれる 

同右→ 
WiMAX R2.0 

10MHzシステムの 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

小電力 

レピータ 

対MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

対BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

※1） WiMAX R1.5（R2.0も含む）の移動局においては、EIRPは28dBm以下（WIMAX R1.0は25dBm以下）となるが、基地局においてはR1.0の仕様と共通 

• 同一周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 
– 検討の組合せ案②；非同期システム 

• 「同一システム同士」、「異種システム同士」の両組合せで検討する 
• WiMAX Release 2.1（AE）は、XGPの技術的条件に包含されるため、共用検討はXGPと同等として扱う（前回2012年1月21日の作業班会合） 
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（1） 同一周波数BWA共用；検討結果①同期 
• 同一周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 

– 検討の組合せ①；同期システム（1／4） 
• 2007年（H19年）4月26日の広帯域移動無線アクセスシステム委員会報告と同様、BS-MS間

の距離に配慮しながら、BS間のサイトエンジニアリングやセクタ構成の調整、空中線電力・利
得・指向性方向の調整等、隣接事業者同士の事業者間調整を十分にされることで共存は可能 
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※1） 2007年（H19年）4月26日 BWAシステム委員会報告 
※2） WiMAX R1.5（R2.0も含む）の移動局においては、EIRPは28dBm以下（WIMAX R1.0は25dBm以下）となるが、基地局においてはR1.0の仕様と共通 

与干渉 

被干渉 

WiMAX R1.0 

10MHzシステム 

WiMAX R1.5 ※2 

10MHzシステム 
WiMAX R2.0 

10/20MHz 

システム 

XGP 
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システム BS MS BS MS 
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システム 
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10/20MHzシステム 
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（1） 同一周波数BWA共用；検討結果①同期 
• 同一周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 

– 検討の組合せ①；同期システム（2／4） 
• 2007年（H19年）4月26日の広帯域移動無線アクセスシステム委員会報告と同様、BS-MS間

の距離に配慮しながら、BS間のサイトエンジニアリングやセクタ構成の調整、空中線電力・利
得・指向性方向の調整等、隣接事業者同士の事業者間調整を十分にされることで共存は可能 
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※1） WiMAX R1.5（R2.0も含む）の移動局においては、EIRPは28dBm以下（WIMAX R1.0は25dBm以下）となるが、基地局においてはR1.0の仕様と共通 

与干渉 
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システム 
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システム 
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MS 
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※1 
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システム 
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MS 
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（1） 同一周波数BWA共用；検討結果①同期 
• 同一周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 

– 検討の組合せ①；同期システム（3／4） 
• 2007年（H19年）4月26日の広帯域移動無線アクセスシステム委員会報告と同様、BS-MS間

の距離に配慮しながら、BS間のサイトエンジニアリングやセクタ構成の調整、空中線電力・利
得・指向性方向の調整等、隣接事業者同士の事業者間調整を十分にされることで共存は可能 
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※1） WiMAX R1.5（R2.0も含む）の移動局においては、EIRPは28dBm以下（WIMAX R1.0は25dBm以下）となるが、基地局においてはR1.0の仕様と共通 

与干渉 

被干渉 

WiMAX R1.0 

10MHzシステム 

WiMAX R1.5 ※1 

10MHzシステム 

WiMAX R2.0 

10/20MHzシステム 

XGP 
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10/20MHzシステム BS MS BS MS 

小電力 

レピータ 

対MS 対BS 

WiMAX R1.0 
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システム 
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※1 
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システム 
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システム 

BS 済み※1 
50,0dB 

1150m 

50,0dB 

1150m 

MS 済み※1 
68.0dB 

2800m 

91.1dB 

28m 

小電力 

レピータ 

対MS 
88.1dB 

24m 

91.1dB 

28m 

91.1dB 

28m 

対BS 
68.0dB 

2800m 
↑同上 ↑同上 

XGP 

WiMAX R2.1 
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システム 

BS 

MS 

小電力 

レピータ 
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対BS 
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（1） 同一周波数BWA共用；検討結果①同期 
• 同一周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 

– 検討の組合せ①；同期システム（4／4） 
• 2007年（H19年）4月26日の広帯域移動無線アクセスシステム委員会報告と同様、BS-MS間の距離に配慮しながら、BS間のサイト

エンジニアリングやセクタ構成の調整、空中線電力・利得・指向性方向の調整等、隣接事業者同士の事業者間調整を十分にされる
ことで共存は可能 
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※1） 2007年（H19年）4月26日 BWAシステム委員会報告 
※2） WiMAX R1.5（R2.0も含む）の移動局においては、EIRPは28dBm以下（WIMAX R1.0は25dBm以下）となるが、基地局においてはR1.0の仕様と共通 

与干渉 

被干渉 

WiMAX 
R1.0 

10MHz 

システム 

WiMAX 
R1.5 ※2 

10MHz 

システム 

WiMAX R2.0 

10/20MHzシステム 

XGP 

WiMAX R2.1（AE） 

10/20MHzシステム 

BS MS 
小電力レピータ 

BS MS 
小電力レピータ 

対MS 対BS 対MS 対BS 

WiMAX R1.0 

10MHzシステム 

WiMAX R2.0 10MHzシステムの 

被干渉検討に含まれる（↓同下） 

WiMAX R1.5 ※2 

10MHzシステム 

WiMAX R2.0 10MHzシステムの 

被干渉検討に含まれる（↓同下） 

WiMAX R2.0 

10/20MHz 

システム 

BS 
47,0dB 

1000m 

47,0dB 

1000m 

49.0dB 

1100m 

49.0dB 

1100m 

MS 
68.0dB 

2800m 

91.1dB 

28m 

68.0dB 

2800m 

93.1dB 

32m 

小電力 

レピータ 

対MS 
91.1dB 

28m 

91.1dB 

28m 

90.1dB 

27m 

90.1dB 

27m 

対BS ↑同上 ↑同上 ↑同上 ↑同上 

XGP 

WiMAX R2.1 

（AE） 

10/20MHz 

システム 

BS 
同右→ 

WiMAX 
R2.0 

10MHz
システム
の与干
渉検討
に含まれ

る 

同右→ 

WiMAX 
R2.0 

10MHzシ
ステムの与
干渉検討
に含まれる 

50.4dB 

1150ｍ 

50.4dB 

1150ｍ 

49.3dB 

1100ｍ 

[47.4]※1 

[1100m] 

49.3dB 

1100ｍ 

MS 
67.4dB 

2800ｍ 

90.3dB 

27m 

67.3dB 

2700ｍ 

[62.4]※1 

[2300m] 

92.3dB 

30m 

小電力 

レピータ 

対MS 
93.3dB 

32m 

93.3dB 

32m 

92.3dB 

30m 

92.3dB 

30m 

対BS ↑同上 ↑同上 ↑同上 ↑同上 
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（1） 同一周波数BWA共用；検討結果②非同期 
• 同一周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 

– 検討の組合せ②；非同期システム（1／4） 
• 2007年（H19年）4月26日の広帯域移動無線アクセスシステム委員会報告と同様、BS-BS間

が地理的に離れることによるNLOS効果を含め、サイトエンジニアリングやセクタ構成の調整、空
中線電力・利得・指向性方向の調整等、隣接事業者同士の事業者間調整を十分にされること
で共存は可能 

 
11 

※1） 2007年（H19年）4月26日 BWAシステム委員会報告 
※2） WiMAX R1.5（R2.0も含む）の移動局においては、EIRPは28dBm以下（WIMAX R1.0は25dBm以下）となるが、基地局においてはR1.0の仕様と共通 

与干渉 

被干渉 

WiMAX 
R1.0 

10MHz 

システム 

WiMAX 
R1.5 ※2 

10MHz 

システム 

WiMAX R2.0 

10/20MHzシステム XGP 

WiMAX R2.1（AE） 

10/20MHzシステム BS MS 
小電力レピータ 

対MS 対BS 

WiMAX R1.0 

10MHzシステム WiMAX R2.0同士（10MHzシステム）の検討と同一 

（WiMAX R1.0については、WiMAX R1.5の結果を踏襲する） WiMAX R1.5 ※2 

10MHzシステム 

WiMAX R2.0 

10/20MHz 

システム 

BS 

89.6dB 
NLOS適用

5000m程度 

50,0dB 

1150m 

47,0dB 

1000m 

50,0dB 

1150m 

MS 
68.0dB 

2800m 

94.1dB 

33m 

91.1dB 

28m 

94.1dB 

33m 

小電力 

レピータ 

対MS 
65.0dB 

2400m 

91.1dB 

28m 

88.1dB 

24m 

91.1dB 

28m 

対BS 
68.0dB 

2800m 

94.1dB 

33m 

91.1dB 

28m 

94.1dB 

33m 

XGP 

WiMAX R2.1（AE） 

10/20MHzシステム 

現実のシーンで
は、BS間の建
物や地形によ
る遮蔽といった
ロケーション状
況により、更に
離隔距離が改
善される可能
性がある 



地域WiMAX推進協議会                                             コアメンバ 

（1） 同一周波数BWA共用；検討結果②非同期 
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与干渉 

被干渉 

WiMAX R1.0 

10MHz 

システム 

WiMAX R1.5 
※1 

10MHz 

システム 

WiMAX R2.0 

10/20MHzシステム 

XGP 

WiMAX R2.1 

（AE） 

10/20MHz 

システム 
BS MS 

小電力レピータ 

対MS 対BS 

WiMAX R1.0 

10MHzシステム 

WiMAX R1.5 

※1 

10MHzシステム 

WiMAX R2.0 

10/20MHzシステム 

XGP 

WiMAX R2.1 

（AE） 

10/20MHz 

システム 

BS 

同右→ 

WiMAX R2.0 

10MHzシステム
の与干渉検討に

含まれる 

同右→ 

WiMAX R2.0 

10MHzシステム
の 

与干渉検討に含
まれる 

89.8dB 
NLOS適用

5000m程度 

50.4dB 

1150ｍ 

47.4dB 

1000ｍ 

50.4dB 

1150ｍ 

MS 
67.4dB 

2800ｍ 

93.3dB 

32m 

90.3dB 

27ｍ 

93.3dB 

32m 

小電力 

レピータ 

対MS 
67.4dB 

2800ｍ 

93.3dB 

32m 

90.3dB 

27ｍ 

93.3dB 

32m 

対BS 
67.4dB 

2800ｍ 

93.3dB 

32m 

90.3dB 

27ｍ 

93.3dB 

32m 

※1） WiMAX R1.5（R2.0も含む）の移動局においては、EIRPは28dBm以下（WIMAX R1.0は25dBm以下）となるが、基地局においてはR1.0の仕様と共通 

• 同一周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 
– 検討の組合せ②；非同期システム（2／4） 

• 2007年（H19年）4月26日の広帯域移動無線アクセスシステム委員会報告と同様、BS-BS間
が地理的に離れることによるNLOS効果を含め、サイトエンジニアリングやセクタ構成の調整、空
中線電力・利得・指向性方向の調整等、隣接事業者同士の事業者間調整を十分にされること
で共存は可能 

現実のシーンでは、BS間の建物や地形によ
る遮蔽といったロケーション状況により、更に
離隔距離が改善される可能性がある 



地域WiMAX推進協議会                                             コアメンバ 

（1） 同一周波数BWA共用；検討結果②非同期 

 
13 

与干渉 

被干渉 

WiMAX R1.0 

10MHz 

システム 

WiMAX R1.5 
※1 

10MHz 

システム 

WiMAX R2.0 

10/20MHz 

システム 

XGP 

WiMAX R2.1（AE） 

10/20MHzシステム 

BS MS 
小電力レピータ 

対MS 対BS 

WiMAX R1.0 

10MHzシステム 

↓同下 

WiMAX R2.0 10MHzシステムの被干渉検討に含まれる 

WiMAX R1.5 ※1 

10MHzシステム 

↓同下 

WiMAX R2.0 10MHzシステムの被干渉検討に含まれる 

WiMAX R2.0 

10/20MHz 

システム 

BS 

89.6dB 

NLOS適用
5000m程度 

49.0dB 

1100m 

49.0dB 

1100m 

49.0dB 

1100m 

MS 
68.0dB 

2800m 

93.1dB 

32m 

93.1dB 

32m 

93.1dB 

32m 

小電力 

レピータ 

対MS 
65.0dB 

2400m 

90.1dB 

27m 

90.1dB 

27m 

90.1dB 

27m 

対BS 
68.0dB 

2800m 

93.1dB 

32m 

93.1dB 

32m 

93.1dB 

32m 

XGP 

WiMAX R2.1 （AE） 

10/20MHzシステム 

※1） WiMAX R1.5（R2.0も含む）の移動局においては、EIRPは28dBm以下（WIMAX R1.0は25dBm以下）となるが、基地局においてはR1.0の仕様と共通 

• 同一周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 
– 検討の組合せ②；非同期システム（3／4） 

• 2007年（H19年）4月26日の広帯域移動無線アクセスシステム委員会報告と同様、BS-BS間
が地理的に離れることによるNLOS効果を含め、サイトエンジニアリングやセクタ構成の調整、空
中線電力・利得・指向性方向の調整等、隣接事業者同士の事業者間調整を十分にされること
で共存は可能 

現実のシーンでは、BS間の建物や地形によ
る遮蔽といったロケーション状況により、更に
離隔距離が改善される可能性がある 



地域WiMAX推進協議会                                             コアメンバ 

（1） 同一周波数BWA共用；検討結果②非同期 
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与干渉 

被干渉 

WiMAX R1.0 

10MHz 

システム 

WiMAX R1.5 
※2 

10MHz 

システム 

WiMAX R2.0 

10/20MHz 

システム 

XGP 

WiMAX R2.1（AE） 

10/20MHzシステム 

BS MS 
小電力レピータ 

対MS 対BS 

WiMAX R1.0 

10MHzシステム 

WiMAX R1.5 ※2 

10MHzシステム 

WiMAX R2.0 

10/20MHzシステム 

XGP 

WiMAX R2.1 

（AE） 

10/20MHz 

システム 

BS 

89.9dB 
NLOS適用

5000m程度 

49.3dB 

1100ｍ 

[47.4dB]※1 

[1100m] 

49.3dB 

1100ｍ 

49.3dB 

1100ｍ 

MS 

67.3dB 

2700ｍ 

[62.4dB]※1 

[2300m] 

92.3dB 

30m 

92.3dB 

30m 

92.3dB 

30m 

小電力 

レピータ 

対MS 
67.3dB 

2700ｍ 

92.3dB 

30m 

92.3dB 

30m 

92.3dB 

30m 

対BS 
67.3dB 

2700ｍ 

92.3dB 

30m 

92.3dB 

30m 

92.3dB 

30m 

※1） 2007年（H19年）4月26日 BWAシステム委員会報告 
※2） WiMAX R1.5（R2.0も含む）の移動局においては、EIRPは28dBm以下（WIMAX R1.0は25dBm以下）となるが、基地局においてはR1.0の仕様と共通 

• 同一周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 
– 検討の組合せ②；非同期システム（4／4） 

• 2007年（H19年）4月26日の広帯域移動無線アクセスシステム委員会報告と同様、BS-BS間
が地理的に離れることによるNLOS効果を含め、サイトエンジニアリングやセクタ構成の調整、空
中線電力・利得・指向性方向の調整等、隣接事業者同士の事業者間調整を十分にされること
で共存は可能 

現実のシーンでは、BS間の建物や地形によ
る遮蔽といったロケーション状況により、更に
離隔距離が改善される可能性がある 
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（2）隣接周波数BWA共用；過去の確認① 

•過去の委員会報告 
– 2012年（H24年）4月25日 携帯電話等高度化委員会報告 

•「隣接周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用」検討 
– 前提；同一システム／異種システム同士、同期／非同期システム、20MHz幅 

– 対象システム； XGP、WiMAX R2.0（WiMAX R1.0/R1.5を含む） 

WiMAX2 
20MHz 

XGP 
20MHz 

ガードバンド 
5MHz(非同期) 

WiMAX2 
20MHz 

ガードバンド 
2MHz（同期） 

N-Star↓ 
XGP 

WiMAX2 
20MHz 

ガードバンド 
20MHz 

N-Star↑ 
XGP 

WiMAX2 
20MHz 

ガードバンド 
10MHz 

制限解除後：10MHz 

本検討では・・・ 
•過去の共用条件 
 GB2MHz（同期） 
 GB5MHz（非同期） 
 を起点とする 



地域WiMAX推進協議会                                             コアメンバ 

（2） 隣接周波数BWA共用；組合せ①同期 
• 隣接周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 

– 検討の組合せ案①；同期システム 
• WiMAX R2.0同士の組合せは全て「同期システム」のみを対象 

– WiMAX R1.0/R1.5については、WiMAX R2.0の10MHzシステムに包含 

• WiMAX（R1.0/R1.5）は10MHzシステムのみ対象とし、それ以外は10MHz／20MHzシステムを
対象 

• WiMAX Release 2.1（AE）は、XGPの技術的条件に包含されるため、共用検討はXGPと同等と
して扱う（前回2012年1月21日の作業班会合） 
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与干渉 

被干渉 

WiMAX R2.0 

（R1.0/R1.5含む） 

10/20MHzシステム 

WiMAX R2.1（AE） 

10/20MHzシステム 

XGP 

10/20MHzシステム 

BS MS 
小電力レピータ 

BS MS 
小電力レピータ 

BS MS 
小電力レピータ 

対MS 対BS 対MS 対BS 対MS 対BS 

WiMAX R2.0  

（R1.0/R1.5含む） 

10/20MHzシステム 

BS 済み※1 済み※1 ○ ○ ○ ※2 ○※2 

MS 済み※1 済み※1 ○ ○ ○ ※2 ○※2 

小電力 

レピータ 

対MS 済み※1 済み※1 ○ ○ ○ ※2 ○※2 

対BS 済み※1 済み※1 ○ ○ ○ ※2 ○※2 

WiMAX R2.1（AE） 

10/20MHzシステム 

BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

小電力 

レピータ 

対MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

対BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

XGP 

10/20MHzシステム 

BS ○ ※2 ○ ※2 ○ ○ ○ ○ 

MS ○ ※2 ○ ※2 ○ ○ ○ ○ 

小電力 

レピータ 

対MS ○ ※2 ○ ※2 ○ ○ ○ ○ 

対BS ○ ※2 ○ ※2 ○ ○ ○ ○ 

※1） 2012年（H24年）4月25日 携帯電話等高度化委員会報告 
※2） 2012年（H24年）4月25日 携帯電話等高度化委員会報告で「GB5MHz」条件については検討済み 



地域WiMAX推進協議会                                             コアメンバ 

（2） 隣接周波数BWA共用；組合せ②非同期 
• 隣接周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 

– 検討の組合せ案②；非同期システム 
• WiMAX（R1.0/R1.5）は10MHzシステムのみ対象とし、それ以外は10MHz／20MHzシステムを

対象 
– WiMAX R1.0/R1.5については、WiMAX R2.0の10MHzシステムに包含 

• WiMAX Release 2.1（AE）は、XGPの技術的条件に包含されるため、共用検討はXGPと同等と
して扱う（前回2012年1月21日の作業班会合） 
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与干渉 

被干渉 

WiMAX R2.0（R1.0/R1.5含む） 

10/20MHzシステム 

WiMAX R2.1（AE） 

10/20MHzシステム 

XGP 

10/20MHzシステム 

BS MS 

小電力レピータ 

BS MS 

小電力レピータ 

BS MS 
小電力レピータ 

対MS 対BS 対MS 対BS 対MS 対BS 

WiMAX R2.0 

 （R1.0/R1.5含む） 

10/20MHzシステム 

BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

済み※1 

（10／20MHzシステム） 

MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

小電力 

レピータ 

対MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

対BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

WiMAX R2.1（AE） 

10/20MHzシステム 

BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

小電力 

レピータ 

対MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

対BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

XGP 

10/20MHzシステム 

BS 

済み※1 

（10／20MHzシステム） 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

小電力 

レピータ 

対MS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

対BS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

※1） 2012年（H24年）4月25日 携帯電話等高度化委員会報告（GB5MHz） 



地域WiMAX推進協議会                                             コアメンバ 

（2） 隣接周波数BWA共用；検討結果①同期 
• 隣接周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 

– 検討の組合せ①；同期システム・・・GB2～3MHzで共存調整 
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与干渉 

被干渉 

WiMAX R2.0 

（R1.0/R1.5含む） 

10/20MHzシステム 

XGP 

WiMAX R2.1（AE） 

10/20MHzシステム 

BS MS 
小電力レピータ 

BS MS 
小電力レピータ 

対MS 対BS 対MS 対BS 

WiMAX R2.0  

（R1.0/R1.5
含む） 

10/20MHz 

システム 

BS 済み※1 済み※1 
18.9dB@GB2 

10/20MHz 

[22.7@GB5]※2 

←同左 

MS 済み※1 済み※1 
27.0dB@GB2 

10/20MHz 

[21.9@GB5]※2 

70.1dB@GB2 

10/20MHz 

[60.2@GB5]※2 

小電力 

レピータ 

対MS 済み※1 済み※1 
67.1dB@GB2 

10/20MHz 

[60.2@GB5]※2 

←同左 

対BS 済み※1 済み※1 ↑同上 ↑同上 

 

 

XGP 

WiMAX R2.1 

（AE） 

10/20MHz 

システム 

BS 
17.1dB@GB2 

10/20MHz 

[22.7@GB5]※2 

←同左 

19.1dB@GB2 

10/20MHz 

[22.7@GB5]※2 

19.1dB@GB2 

10/20MHz 

[22.7@GB5]※2 

MS 

21.1dB@GB2 

10MHz 

18.2dB@GB2 

20MHz 

[21.9@GB5]※2 

64.3dB@GB2 

10/20MHz 

[60.4@GB5]※2 

26.2dB@GB2 

10/20MHz 

[21.9@GB5]※2 

69.3dB@GB2 

10/20MHz 

[60.4@GB5]※2 

小電力 

レピータ 

対MS 
67.3dB@GB2 

10/20MHz 

[60.4@GB5]※2 

←同左 
69.3dB@GB2 

10/20MHz 

69.3dB@GB2 

10/20MHz 

対BS ↑同上 ↑同上 
26.2dB@GB2 

10/20MHz 

69.3dB@GB2 

10/20MHz 

※1） 2012年（H24年）4月25日 携帯電話等高度化委員会報告 
※2） 2012年（H24年）4月25日 携帯電話等高度化委員会報告の 
    「モバイルWiMAX⇒XGP（非同期）」検討結果の最悪値（GB5MHz） 

【共存条件】 
GB2MHzで共存可能 

GB3MHzで
0.4dB上回る
（22.3dB） 

GB3MHzで
1.1dB上回る
（23.0dB） 

【共存条件】 
GB3MHzで共存調整（BS 
マスク実力値考慮等） 

【共存条件】 
GB3MHzで共存調整（BSマスク実力値考慮等） 

【GB2MHz】 
モンテカルロシ
ミュレーションで 
干渉確率3％以
下（1.86％） 

【GB2MHz】 
モンテカルロシ
ミュレーションで 
干渉確率3％以
下（2.21％） 

【GB2MHz】 
モンテカルロシ
ミュレーションで 
干渉確率3％以
下（1.42％） 



地域WiMAX推進協議会                                             コアメンバ 

（2） 隣接周波数BWA共用；検討結果①同期 
• 隣接周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 

– 検討の組合せ①；同期システム 
•最悪値計算をベースとした干渉検討では、GB2～3MHzで共存可能と考えられる。 
•一方で、H18年12月21日広帯域移動無線アクセスシステム委員会報告において

、同一事業者の場合は「端末送信電力制御」によりCINRが最適化されることから、
隣接時もガードバンドは不要と結論付けられている。 

•従って、システム間の同期に加えて、端末送信電力制御等により、CINRが最適化
されるよう事業者間で調整がなされた場合は、他事業者であっても、隣接時のガー
ドバンドが不要になると考えられる。 

 
19 広帯域移動無線アクセスシステム委員会の資料から（2006年12月21日） 
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（2） 隣接周波数BWA共用；検討結果②非同期 
• 隣接周波数帯を使用するBWAシステム間の周波数共用 

– 検討の組合せ②；非同期システム・・・GB5MHzで共存可能と考えられる 
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与干渉 

被干渉 

WiMAX R2.0（R1.0/R1.5含む） 

10/20MHzシステム 

XGP 

WiMAX R2.1（AE） 

10/20MHzシステム 

BS MS 

小電力レピータ 

BS MS 
小電力レピータ 

対MS 対BS 対MS 対BS 

WiMAX R2.0 

 （R1.0/R1.5
含む） 

10/20MHz 

システム 

BS 

41.2dB@GB5 

[43.9dB]※2 

10.0dB@GB5 

[22.7dB]※2 
7.0dB@GB5 10.0dB@GB5 

 

済み※1 

（10／20MHzシステム） 

43.9dB@GB5 

[43.9dB]※2 

9.8dB@GB5 

[22.7dB]※2 
6.8dB@GB5 9.8dB@GB5 

MS 

12.5dB@GB5 

[21.9dB]※3 

61.2dB@GB5 

[60.2dB]※3 
58.2dB@GB5 61.2dB@GB5 

15.2dB@GB5 

[21.9dB]※3 

61.0dB@GB5 

[60.2dB]※3 
58.0dB@GB5 61.0dB@GB5 

小電力 

レピータ 

対MS 
9.5dB@GB5 58.2dB@GB5 55.2dB@GB5 58.2dB@GB5 

12.2dB@GB5 58.0dB@GB5 55.0dB@GB5 58.0dB@GB5 

対BS 
12.5dB@GB5 61.2dB@GB5 58.2dB@GB5 61.2dB@GB5 

15.2dB@GB5 61.0dB@GB5 58.0dB@GB5 61.0dB@GB5 

XGP 

WiMAX R2.1 

（AE） 

10/20MHz 

システム 

BS 

 

 

済み※1 

（10／20MHzシステム） 

44.2dB@GB5 

10/20MHz 

[44.2dB]※4 

9.1dB@GB5 

10/20MHz 

[22.7dB]※4 

9.1dB@GB5 

10/20MHz 

[22.7dB]※4 

9.1dB@GB5 

10/20MHz 

[22.7dB]※4 

MS 

14.4dB@GB5 

10/20MHz 

[21.9dB]※4 

59.3dB@GB5 

10/20MHz 

[60.4dB]※4 

59.3dB@GB5 

10/20MHz 

[60.4dB]※4 

59.3dB@GB5 

10/20MHz 

[60.4dB]※4 

小電力 

レピータ 

対MS ↑同上 ↑同上 ↑同上 ↑同上 

対BS ↑同上 ↑同上 ↑同上 ↑同上 
※1） 2012年（H24年）4月25日 携帯電話等高度化委員会報告（GB5MHz） 
※2） 2012年（H24年）4月25日 携帯電話等高度化委員会報告の「XGP⇒モバイルWiMAX（非同期）」検討結果の最悪値 
※3） 2010年（H22年）12月21日 広帯域移動無線アクセスシステム委員会報告の最悪値 
※4） 2012年（H24年）4月25日 携帯電話等高度化委員会報告の「モバイルWiMAX⇒XGP（非同期）」検討結果の最悪値 

上段；10MHzシステム 
下段；20MHzシステム 

【共存条件】 
GB5MHzで過去の結果と同等または
下回るので、GB5MHzで共存可能 

【GB5MHz】 
モンテカルロシミュレーションで 
干渉確率3％以下（1.22％） 

【GB5MHz】 
モンテカルロシミュレーションで 
干渉確率3％以下（1.79％） 

【共存条件】 
GB5MHzで過去の結果と同等または
下回るので、GB5MHzで共存可能 



地域WiMAX推進協議会                                             コアメンバ 
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【参考資料】 

•同一周波数BWA共用検討に用いたNLOS伝搬モデル 
– [BS⇔MS]および[BS⇔BS] で利用 

広帯域移動無線アクセスシステム委員会の資料から（2007年3月26日） 



地域WiMAX推進協議会                                             コアメンバ 
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【参考資料】 

•同一周波数BWA共用検討に用いたNLOS伝搬モデル 
– [MS⇔MS]ケースで利用 

広帯域移動無線アクセスシステム委員会の資料から（2006年12月21日） 


